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　ア メ リ カ 色 彩学 と い え ば ， 第 1 に 名 の あが る の が マ ン セ ル （Albert　Henry　Munsell，
1858〜1918）で あろ う。 1905年 ， A 　Color　Notationと して発表され た マ ン セ ル の 表色系は ， そ
の 後の測色学の 発達に ともな い ， 国際的表色法 と して の CIE表色系 に もとつ く測色学的検討が
加えられ ， 1943年の修正 マ ン セ ル 表色系 として 現在に 至 っ て い る 。 わが 国の 工 業製品 の規格を
定 め て い る JISの Z8721 「三属性 に よ る色の 表示法 」は ， こ の修正 マ ン セ ル に準拠 した もの で
あ る 。
　 マ ン セ ル に 次い で有名な の が オ ス トワ ル ド（Wilhelm　Ostwald， 1853〜1932）の表色系で ある。
オ ス トワル ドは も とも と ドイ ツの化学者で あ り， その 色彩学 もまた ドイツ 系 とい うこ と に な る
が，オ ス トワ ル ドの表色系が ， ア メ リカ の包装会社 Container　Corporation　of　Americaに よ
っ て ， 色見本帳 Color　Harmony 　Manual （略称 C．H ．M ．， あ る い は メーカーの 略称 CC 　of　A
と も呼 ばれ る）と して 実用化された こ と　　　　　　　　　　　
に よ り， ア メ リカ に お ける実用的表色系
として の知名 度が高い 。 ちなみ に わが 国
は ， アメ リカ に 次 い で C．H ．M ．の利用度
が高 く， わが 国に お い て も， マ ン セ ル と
オ ス トワ ル ドが表色系の 2大潮流 をな し
て い る こ と は ， 数多 くの色彩関係出版物
の記述をみ て も明 らか で あろ う。 オ ス ト
ワ ル ドは ， お びただ しい 色彩関係の著述
を残した が ， そ の 最 も早 い 著書は ， 1916　　
年刊行の Farbenfibelで ある 。　　　　　　　　　　 図 1 マ ン セ ル 色立体
　 こ の ように ， マ ン セ ル ， オ ス トワ ル ド表色系は ともに今世紀の初期 に その基礎 が築か れて い
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たが ， これ らの表色系を 3次元空間に表
わ し た 色立体 と して は ， マ ン セ ル 系 とオ
ス トワ ル ド系とで大 きな差があ る 。
　 マ ン セ ル 表色系 に お い て は，色 と色 と
の間の 視覚的等歩度性 を重視 したた め ，
色立体 として は Munsell　Tree と呼 ぼれ
る よ うに ， 中心の 無彩色軸か らの 凹凸が
激 し い （図一 1）。 こ れ に対し オ ス ト ワ ル
ド表色系に お い て は ， 視 覚的 等歩 度性
は精神物理 学 の フ ェ ヒ ネ ル （Gustav
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Theodor　Fechner， 1801〜 1887）の 法則 に依拠 し ， こ の 法則性と とも に色 を白量 ， 黒量 ， 純色量
の 混合に よ っ て示す方式 を と っ て お り ， 色立体 とし て は 極 め て 整合性の 高い 複円錐形 を とる
（図
一 2）。 これ を色立体上 の純色 （彩度 の最 も高 い 色）位置で 考えてみ る と， マ ン セ ル 色立体
に お い て は ， 色 に よ っ て純色の明度，彩度の位置が 異なる の に対 し ， オ ス トワ ル ド色立体 に お
い て は ， どの 純色 をと っ て も複 円錐形 の 水平頂点上 に位置 し， 色 に よ っ て純色の 明度 ， 彩度の
位置が異なる こ と は ない 。
　丁度 こ の 2 つ の 色立体の 中間 を行 くよ うな色彩体系が ， 時期 もまた両表色系発表の 間の 1907
年に ， ア メ リカで発表され て い た 。 デ ン マ ン 。ロ ス （Denman 　Waldo 　Ross， 1853〜1935）の A
Theo？y　of 　P”re　Design（1907年）の中の色彩体系が 　　　　　　　　　　Wt
そ れ で ある （図
一 3）。 こ こ で ロ ス の 色彩 体系をあ え
て 表色系 と呼ばない の は， ロ ス の場合 ， マ ン セ ル や
オ ス トワ ル ドと同 じ く色 をア ル フ ァ ベ ッ ト と数字で
表わ す方式 を と りなが ら， マ ン セ ル や オ ス トワ ル ド
の よ うな色彩記号 に相 当す る色票 とそ の 総合で ある
見本帳を持たな い ため で ある 。
　ロ ス が色彩 に関心 を向 けたの は ， マ ン セ ル の影響
を多分 に受 けた結果 と考 えられ る 。 マ ン セ ル に は ，
1879年 に は じまり没年 まで 続 い た Co‘07 　D如η が
あるが， 1892年の 項に ， ロ ス と 2人 で ベ ニ ス で ス ケ
ッ チ を しなが ら， 「画家達の た め に ， パ レ ッ トに絵具
をの せ る前 に ， 或 る 結果 を頭の 中で 想像 し得 る よ う
なシ ス テ マ テ ィ ッ クな色彩の 計画 を考え る こ と」 に
っ い て話 し合 っ た と記 され て い る 。
　共にボス トン に在住し ， 画家 としての資質をそな
図 3
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え ， 美術造形教育の中での色彩体系の創案に 力をそ そ い だ 2人 で あ っ たが， マ ン セ ル が 自身の
色彩体系に 対 し科学的裏付 けを求め ， 表色 系の 中で の視覚的等歩度性 を厳密 に追求 したの に対
し ， ロ ス の体系は ， 実用 と い う観点か らあ く ま で マ グ ロ 的立場に 立 っ た も の で あ っ た 。
　今 日わが国で は ， 独自の 色彩体系 と して 日本色彩研究所の 開発 した P ℃．C．S（Practical　Color
Co−ordinate 　System の 略）表色系が あ る 。 こ の シ ス テ ム は そ の名の 示す通 り， 高い 実用性 を目
指し て開発 さ れ た もの で あ り， 実用 とい う観点か らの 諸条件 を満たす シス テム を求 めた結果 ，
マ ン セ ル 表色系 とオス トワ ル ド表色系の それ ぞれの長所 を と り入れ た もの となる と説明 され て
い る。結果 と して現われ た P．C．C．S の色立体は ， 中心 に 無彩色軸を もち ， 純色明度 は マ ン セ ル 表
色系の よ うに 色に よ っ て異な るが ， 純色彩度はオ ス トワ ル ド表色系の よ うに どの 色をと っ て も
一
定とい う， マ ン セ ル とオ ス トワル ドの 折衷案的外観 を程するが （図
一 4 ）， こ れ は まさ に ， 実
用 とい う観点 に立 っ て マ ク ロ 的色彩体
系の 創案 を目指 した ロ ス の 色立体 と軌
を
一に して い る 。
　 ロ ス の色彩体系はの ちに ハ
ーバ ー ド
大学の 後継者ポープ （Arthur　Pope）
に 受 け継がれ ， ある い は シ カ ゴ大学 の
教育学者サージ ェ ン ト（Walter　Sar−
gent）に影響を与え る な ど ， ア メ リ カ
の 色彩教育界 に 根 づ よ い 支持 層 を も
っ て き た 。 マ ン セ ル の 表色 系 をも と
に ム
ー
ン （Parry 　Moon ） と ス ペ ン サ
ー （D ．ESpencer）が 色彩調和理論 を
展開 した こ とは ， 多くの 色彩関係文献
　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　 図 4　 PCCS 色立 体
の色彩調和の項に と りあげ られ る と こ　　　　　　　 日 本色彩研究所編
ろで あ り， ポ
ープが 2 人 の調和 理論に　　　　　　　
‘tBasic
　Colo「 System　I”よ り
反論を加 えた こ ともよく知 られ て い るが ，その 背後 に は ， マ ン セ ル とロ ス とい う色彩体系に 対
す る考 え方の 基盤 の違 い が あ っ た こ と に も思 い を致 すべ き で あ ろ う。
　ロ ス の 色彩体系 は ， 彼の 広範な造形理 論の
一
部で あ っ た 。 こ の点 ， マ ン セ ル の よ うな色彩の
みの理 論体系に 比 べ る と ， 色彩理論 と して 他 に与 える影響が やや 弱 まる の は否 めな い 。 色票を
持た なか っ たこ とが これ に重な っ て ， 今日わ が 国で ロ ス の 色彩体系に つ い て語 られ る こ とは殆
どな い 。 ロ ス の 体系が ， わが 国で は マ ン セ ル やオ ス トワル ドの それ に先 ん じて紹介され て い た
に もか か わ らずで ある 。
　ロ ス の 色彩体系 を含む著作， A 跣 θoη Of　Pure　l）esign は ， わが 国の デザ イ ン 教育の先覚
者小室信蔵に よ っ て ， 『稿本図 案学精義iと して 1913 （大正 2）年に訳出 されて い た 。 小室信蔵
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が講師をつ とめた ， 愛知郡教育協会主催の デザ イ ン 教育講習会の ため準備 され た もので あ っ た 。
　一方ア メ リカ に お い て は ， 現代の 著名 な色彩学者 フ ェ ーバ
ー ・ビ レ ン （Faber　Birren）の著
書の 中に も折にふ れ て ロ ス が登場 しtt ロ ス の色彩体系の今日的意義を失な っ て い ない 。




　日本美術界の恩人ア ーネス ト ・フ ェ ノ ロ サ （Ernest　Francisco　Fenollosa， 1853〜 1908）が ，
「お 雇 い 外国人」と しての 12年 間の 滞 日生活 を終え ， 生 まれ故郷の ボ ス トン に帰 っ たの は ， 1890
年の こ とで あ っ た 。 ボ ス トン 美術館 に こ の 年新設 され た 日本美術 館 の ，キ ュ
レ ーター として
の仕事に 就 くた め で ある 。 フ ェ ノ ロ サ の ボ ス トン美術館在任は ， 結局 1896年 ま で の 約 6年間で
あ っ たが ， フ ェ ノ ロ サ退任の 1 年前の 1895年 ， ボス トン美術館の理事に 就任 した のが ， デン マ
ン ・ワ ル ドー ・ ロ ス で あ っ た 。 生 まれ は フ ェ ノ ロ サ と同 じ1853年 ， 出身校も フ ェ ノ ロ サ と同 じ
ハ
ーバ ード大学で あ る 。 フ ェ ノ ロ サ は 1874年同大学哲学科を卒業， 2 年後の 1876年 に は ， 大学
院の 課程 を終 了 して い るが ， ロ ス は1875年の 卒業，1880年 に は美術の修士お よび pp ．D の称号 を
得て い る 。 博士 課程を除け ば ， 2 人は 殆ど同 じ時期に ハ
ーバ ー ド大学 に在籍 して い た こ とにな
る 。 ロ ス は浮世絵の コ レ クタ
ーと し て も著名 で あ っ たが ， ハ
ーバ ー ドの 70年組 に は ， フ ェ ノ
ロ サ の ほ か ， 日本美術に 深 い 関連 をもっ た ビ ゲ ロ
ー （William　Sturgis　Bigelow ， 1850〜1926，
ハ
ーバ ード1871年卒）や ウ ェ ル ド （Charles　Goddard 　Weld ， 1857〜1911， ハ
ーバ ー ド1879年
卒）が い た 。
　 ロ ス は もと もと シ ン シ ナテ ィ の 生 まれ であ っ た が ， 両親がケ ン ブ リッ ジ に居を構えて よ り，
ボス トン で の生活が は じ ま っ て い る 。 大学 に お ける ロ ス の 専攻は経済 と歴史で あ っ た 。 しか し ，
「
叔父が ボ ス トン美術館の初代の理事 の 1人で あっ た こ とも影響 して か ， 次第 に彼の 関心 は絵画
の 歴史 と技術 の 研究に 移 っ て行 っ た。父は ，ロ ス が美術 へ と傾倒 して行 くの を好 まな か っ たが ，
1884年 に そ の 父が 世を去 る と， ロ ス は永久 に 歴史 と決別 し て い る 。
　 ロ ス は また浮世絵の コ レ クターとし て も有名で あ り， ボ ス トン 美術館東洋美術部 に は ， 1800
点に もの ぼ る ロ ス の 浮世絵や ， 数千点に の ぼ る絵画
・工 芸 品が寄贈 され て い る との こ ≒であ る 。
　 さて ， 先に も述 べ たように ， マ ン セ ル の Cotor　Dint3， に ， 1892年 に ロ ス と 2 人 で ， シ ス テ マ
テ ィ ッ クな色彩体系を創案す る こ と に つ い て話し合 っ た と記されて い る 。 こ の こ とか ら ， ロ ス
が 色彩理論 に つ い て強い 関心 を抱きは じめ たの も， こ の 頃で は な い か と考え られ よう。 ただ
マ
ン セ ル と異な り， ロ ス の 造形理論 に つ い て の 体系化は色彩の問題 に と ど ま らな か っ た 。 ロ ス は
1899年か ら，ハ ーバ ー ド大学 の建築学部 （当時デザイ ン学部 Graduate　School　of　Design は ま
だ存在して い な か っ た 。 デザ イ ン 学部の名称が生まれ た の は 1936年）に お い て ， デザ イ ン 理論
の講座を受 けもつ こ とにな っ たが ， そ の 内容 は ， 広 く造形理論の 全般に及ん で い る。ロ ス の 講
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座は ， 1901年の大学要覧によれ ば ， 「美術的能力を啓発す るた め」と説明 されて お り， 開講期間
は学期前半の 半年間，月，水 ， 金の それ ぞれ 午後 1時半か ら 3時半 まで の 2 時間があて られて
い た 。
　内容は大 き く2 つ に分かれ る 。 デザ イ ン理論 （Pure　Design， こ の場合の Pure は ，　 Applied
に対応す る言葉）とデ ザ イン表現 （Design　in　Representation）で ある 。 こ の うち ， デザイ ン
理論の 内容が色彩理 論と か か わる の で ， その概 要をみ てみ よう。 デザ イ ン 理 論は次の ように 構
成 されて い る。
　　○　秩序 と美の 原理 として の， リズ ム ， バ ラ ン ス ， ハ ーモ ニ ーに も と つ く色調 （tone）， 単










明度 （黒か ら白に 至 る ス ケ ール 上 の ， 明 るさが 異な る単位）に よ るデザ イン
色彩にお け る明度 もし くは色調 に よるデザイ ン
色彩 に お ける ， 明度の さまざ まな シ ス テ ム
色調の リズム ， 色調の バ ラ ン ス ， 色調の ハ
ーモ ニ ー
音楽と比較した デザ イ ン 理論
音楽の 耳 に対す る，デザイ ン 理論の 目 に 対す る訴求力
デザ イ ン 理論が も つ 未開発の 可能性
　以上 が デザ イン理論の 概要で ある 。 デザイ ン表現の概要に つ い ては略す るが ， こ こ で は視覚
とイメージの 問題 ， デザイ ン にお ける表現形式の 問題の ほ か，絵画を中心 とす る芸術 の歴史が
講ぜ られ て い た 。 絵画の 対象は ヨ ーロ ッ パ に とどま らず ， コ レ ク ターとし て の ロ ス の 活動 を背
景と して ， 中国お よび 日本の 絵画 に つ い て も， その発展 と歴史が とりあげられ て い た 。
　 これ らの内容 を総合 した講座の 目的は ， 第 1 に 色調 ， 単位 ， 形で 思考する 習慣 に もとつ い た
創造力の 活性化 をうながす こ と， 第 2に こ の創造の活力 を ， デザ イ ン の構成原理 （リズ ム ， バ
ラ ン ス ， ハ
ー
モ ニ
ー）の コ ン トロ ール の も と に習得す る こ と に あ っ た 。
　ロ ス の ハ
ー
バ ー ド大学に お け るデザ イ ン 理論講座 の 内容 は ，1907年 ， ATheory 　 Of　 Pure
Designと し て刊行され た 。 そ の 中で ロ ス は ， デザ イ ン を人間の感情 ， 思考 ， 諸活動 に お け る秩
序 （Order）と規定 し ， 秩序 として リズ ム ， バ ラ ン ス ， ハ ーモ ニ ーを と りあ げ， この うち ハ ーモ
ニ ーを， リズ ム ， バ ラ ン ス を も包括す る ， 第 1 の 主 要な原則 と し て い る 。 更に こ れ ら三 つ の 原
則 を ， 点・線 とい っ た抽象的要素 の組み合 わせ に よ っ て 理論的に体系づ ける こ と を試み て い る 。
幾何形態 に よ っ て アラ ベ ス クや ギ リ シ ャ の パ ターン をは じめ とす る装飾模様 を分析す る試み
は ， 19世紀後半の ，主 に イギ リス を中心 として 出版 され た デザ イ ン技法書に よ くみ られ る手法
　 　 　 　 　 　
で ある 。 デザ イ ン 教育の 分野で ， 点や線 と い う抽象形態 に よ る構成原理 の トレ ーニ ン グが軌道
に の る の は ， 1919年 に設立 され た バ ウハ ウ ス の教育が普及 して か らの こ と と考え られ るか ら ，
20世紀初頭の アメ リカ に お い て ， 抽象形態を用 い た構成原理 の 研究が先行 して い たこ とは注目
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に値 する 。
　 ロ ス の デザイ ン 理論講座 は ， 1899年か ら没年の 1935年 まで の長期 にわた っ て続 け られた 。 ま
た ハ
ーバ ー ド大学の建築学部の ため の みで はな く， 夏期講座 として も行 なわれ て い た か ら ， 全
米 の 各地 か ら美術 教育 に た ず さわ る教 員が 参集 す る と い う， 評判の 高 い 講座で あ っ た 。
P廟 ψ 姚 Of　Design （1901年）や Design　in　7劾 oη and 　Practice （1910年）の 著者 バ チ ェ ル
ダー（Ernest　Allen　Batchelder ， 1876〜 ？）も受講者の 1人で ある 。 バ チ ェ ル ダーは P廟 6φ麾s
of 　Designの 序文 に お い て ， デザ イ ン を学ぶ学生 は ， 線お よび面の構成の基礎をなす原則 の習得
よ りは じめ る べ きで ある と述 べ る と と もに ， 本文の 内容は ， 1901年ハ ーバ ー ド大学の 夏期講座
に お い て
，
ロ ス 博士の 指導の もと に 行 なわれ た研究 を発展 させ た も の で あ る と記して い る 。
　ア メ リカ に お け る指導的美術教育家 ダウ （Arthur　Wesley 　Dow ， 1857
〜1922）もまた， ロ ス
に 少なか らず影響を受 けた 1人 で あ ろ う。 ダウの 美術教育論 Training　 in　 the　 Theo2：y　 and
Practice　of 　Teaching∠Art （1908年）の 色彩の項の 脚注 に は ， マ ン セ ル の A 　Color　IVotationと
と もに ， ロ ス の ATheo70 ， 0f　Pure　D 衂 g％ が参考図書 として あげられて い る 。 ただダウ に最
も大 きい 影響 を与 えたの は フ ェ ノ ロ サ で あ っ た 。 こ れ は ダ ウ の教育論中に ， 「色彩 と線お よび明
暗の項に つ い て は ， フ ェ ノ ロ サ教授 に負 う所が多 い 」 と記 されて い る こ とで もうか が え る 。 ダ
ウ は 美術家を志 し ， は じめ は ボ ス トン で ， 続 い て 当時の ア メ リカ 人美術 家志望者の 多 くが そ う
で あ っ た よ う に ， パ リに出て絵の修業を続け て い る 。 帰国後 ， 北斎の絵 に強 くひ か れて 日本美
術の研究 を志 し，ボ ス トン美術館日本美術部に フ ェ ノ ロ サ を訪ね ， そ の 指導をあお ぐ こ とにな
っ た 。 1893年 に は 日本美術部の非常勤助手 とな り， フ ェ ノ ロ サ の もと で研究 を続 けて い たが ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 FtnelL　elenwi1，Z
当時 フ ェ ノ ロ サ は 日本美術研究の 成果 を も と
に ， ア メ リカ美術教育の 改善 と い う問題 に と
り組み つ つ あ っ た 。 ダウは こ の の ち ニ ュ
ー
ヨ
ーク に移 り， 1895年か ら美術教育機関の プ ラ
ッ ト
・イ ン ス テ ィ チ ュ
ー
ト， 1897年か らはプ
ラ ッ トとと もに同じ く美術教育機関の ア
ー
ト
ス チ ュ ーデン ツ ・リーグに教鞭 をと り， 美術
教育家 と し て の 道 をふ み 出す 。 こ の 時ダ ウが
と っ た教育方針 は ， フ ェ ノ ロ サ と ともに 日本
美術 を研究 した成果をふ ま え， ア メ リカ美術
教育の改革をめ ざした もので あ っ た 。 ダウ は ，
Training　in　the　Theo｝rv　and 　Practice　bf
Teaching／Art の 中で 旧来の 美 術教育を伝統
主義方式 （Academic　Method）， ダウの 提案す
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　 　l ・ 表 1 　ARTHUR 　WESL
　 DOW 　　“Theo ，y 　and 　Practice 　 of 　teaching
A 　 rt ’ 　　New　York
1908
り
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緒 方 ： アメ リ カ色彩学の
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断面
と名づ け ， その差異 を
別表の よ うに示 し て い
る （表 一 1）。 またダウ
の 色彩体系の 説 明の 中
で ， 色の 心理的三属性
の ひ とつ 明度 （マ ン セ
ル
，
ロ ス で は バ リュ ー，
Value）を表す言葉と
して ノ ータ ン （Notan
：濃淡）と い う用 語を
当て て い る点に は ， フ
ェ ノ ロ サ を通 じて 得た
日本美術の 強 い影響を
読 み とる こ とが で きる
（図 一 5）。
　上 に みた よ うに ， ロ















btight　 　 　 　 了ed
図 5　 ARTHUR 　WESLEY 　DOW
　　
‘’Theo ｝3，　and 　Practiceげ Teaching　A　rt
”
　 　 New 　York ，1908 よ り
f
サ や ダウな どの 日本美術 の 研究者達が ， ボ ス ト ン 美術館を中心 に ，デ ザ イ ン 理論 や新 しい 美
術教育の 方式を提案 し ， こ れ を抽象的な点や線や 面 ， 色彩 に お い て は 明 ・暗 を要素 と して組み
上 げて 行 っ た とい う こ とは大変興味深 い 現象で あ る 。 特に 色彩に お い て ， まず明 ・暗の 尺度 と
な る明度段 階を定 め ， その組み合わ せ を色彩構成 の基本に組み 入れた の は ， 日本絵画の 持つ 平
面性 と ， 平面の 中に展開 され る陰影 の な い 平板な色彩の もつ それ ぞれ の 明 ・暗が ， 画面構成 に
重要な役割を果 して い る と い う着想 に もとつ くもの で はなか ろ うか 。
3
　こ こ でデ ン マ ン
・ロ ス に戻 り ， ATheory 　Of　Pure・Designの 中で の 色彩体系を み て み よ う。
先 に も触れた通 り， ロ ス の A7 加 o η Of　Pure　Design は ， 平面構成 に 関す る造形原理 の 全般
を包含 してお り， 色彩 に 関する 記述 は ， 全体 の お よそソ、 に当る約 50ペ ージが つ い や され て い る。
　まず点 （Position） と線 （Line）お よび輪郭 （Outline） に よ っ て ， ロ ス の 考 え る 3 つ の 主要
な構成原理 ， ハ ーモ ニ ー，バ ラ ン ス ， リズ ム の解説か らは じまる 。
　点 に お い て は ， 1 つ の 点か らは じまり ， 漸次複数の 点に 進む に つ れ て 方向の問題 ， 距離の 問
題 間隔の 問題が生 まれ る こ とを示 し ， 複数の 点 とそれ らの 位置関係が ， ハ ーモ ニ ー ， バ ラ ン
ス
， リズ ム とど うか かわ るかが，図 と とも に 解説され る。
　線 に お い て は ， 角度 ， 曲が りの 問題 長 さ， 直線と曲線 の 問題が と りあげられ， こ れ らの 様
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バ ラ ン ス ， リズム と どう関係す るか が述 べ られ る 。 輪郭に お
い て も同様の
手順で 鋤 られ るが ， 線撮 も多 くの ペ ージが さか れ て い る ． 本稿で は色彩体系を取 り上 げる
の で ， 色彩の項 に進 む 。
　ATheo7y 　of 　Pure　D 頗 g％ で は ， 色彩は 「色調 と色調関係」 （Tones　and 　Tone
−Relations）
の 章か らは じまる 。 こ こ で い う色調 （tone） は ， ロ ス に よれ ば 2 つ の意味を含んで
い た 。 ひ と
つ は光の 量つ ま り明度 （value ）で あ り， 他の ひ とつ は光の 質 ， 色相 （
ロ ス は color の 語を当て
て い る）で ある 。 そ し て色相の 質を き め る もの として彩度 （intensity）が置か れ て
い る 。 そ し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じ　　サ　　．　　　　　　　　ロ　　コ　　の　　じ　　リ　　ロ　　　　　サ　　　　　．　　　
て ．「色調 と色調関係」 とは ， 絵具 とそ の 効果 に つ い て 考え る
こ とで あ り， その た め，明度， 色
相 ， 彩度 と と もに ， 中性度 （neutralization ） を理解す る
こ とが 必要で ある と して い る 。
　ロ ス の 色彩体系 は， 上 に み る ように実際に 絵具 を使 っ て色彩表現を行な う場合を想定 し て組
み立て られ た。こ の た め ， マ ン セ ル の 色彩体系に み られ る ような色彩分類上の 心理的
三属性 ，
す なわ ち色相 ， 明度 ， 彩度に加 えて ， 絵具 に よる無彩色 との混合 と
い う実際的局面 を表わ す中
性度が ， 彩度の軸に 重なる と い う複雑なシ ス テ ム を取 っ て
い る 。 こ の ため，マ ン セ ル 表色系に
お け る色相 （Hue ）． 明度 （Value）， 彩 度 （Chroma ），　 H ．　V ．　C 尺度の よ うな明快 さ を欠 くう
らみ が ある 。 ちな み に ， マ ン セ ル に お ける三属性名称 Hue ， Value ， Chroma は ， それ ぞ
れ 色
立体の空間に お ける位置関係 ， すなわ ち Hue は水平 （Horizontal）な色相環 の配列 ，　
Value は
垂直 （Vertical）な明度軸 ，　Chroma は中心 （Central）か ら広が る彩度軸と
い う具合に ， 色立
体 に お け る位置関係を示す頭文字が 共通 に なる ように 用語を定
め て ある 。
　 ロ ス の 色彩体系は マ ン セ ル と異な り 4 つ の 要素か ら構成され る訳 で あるが ， 明度の ス ケ
ール
か らみて み よう。 まず， 白の 絵具が 最も光を多 く反射 し ， 黒 は最 も光の 反射が少 な
い と考え ，
こ の 2色 を明度 ス ケ ール の 最高， 最低の 両端 とす る 。 白に は Wt （White の略）， 黒
に は Blk
　（Blackの略）とい う記号を与 え る 。 次 に Wt とBlk の混合に よ り，み た 目に その中間の 灰色 M
（Middleの 略）を作成す る 。 また M と Wt との 中間の
灰 色 として Lt（Light の略）， M と Blk の中問の 灰色の D
（Dark の 略）を定め る 。 更 に Lt とWt の 中間に HLt
（High　Light の略），　Lt と M の 中間に LLt （Low
　Li．
ght の 略）を置 く。 同様に D と M の 間は HD （High
Dark の略）， D とBlk の間 は LD （Low 　Dark の略）で
ある （図
一 6）。 こ の ように ， 2 等分点を定 めなが ら分
割して 行 くの をバ イ
・セ ク シ ョ ン 法 と い うが ， マ ン セ ル
の 場合 と異な っ て 実用の 範囲で の 白
・黒絵具を明度 ス
ケ ール の両端に配 し ， バ イ セ ク シ ョ ン 法 で 白
・ 黒 2色
を含め た 9段階ス ケール を定めて い る点で は ， 極めて
実際的で ある と い えよう。








図 6　明度 ス ケ ール と そ の 36通 りの 組み 合わ せ
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緒方 ；ア メ リ カ 色彩学の
一
断面
　次 に色相環で あるが ， ロ ス の 場合 は絵画 に お ける実用面か らの 配慮 とし て ， 赤 ， 黄 ， 青を三
原色 として選んで い る 。 色料として は赤に ロ ーズ ・マ ダ
ー
（Rose 　 Madder ） とバ ーミ リオ ン
（Vermilion）の混合 を ， 黄色に はオー レ オ リン （Aureoline）， 青 に は コ バ ル ト（Cobart）を当
て
， 色相記号は そ れ ぞ れ R ， Y ，　B で ある 。 次に 明度の 場合と同じ くバ イ セ ク シ ョ ン法で ，　 R と
Y の 間に 0 （Orange＞，　 Y と B の 間に G （Green），　 B とR の 間に V （Violet）を あて ， 更にそ
れぞれの 中間に RO，　OY ，　YG ，　GB，　BV ，　VR の 6色 を置 き，総計 12色相が ロ ス の色相環 に お け
る代表色相 を構成す る 。 そ して こ れ らの 色の 決定は決し て 科学的な もの で はな く， あ くま で
一
般の 理解の 得られ やす い よ う ， お お よそ の色 と して定めた もので ある との断 りを入れ て い る。
こ の点は明度に お い て も同様 で ，マ ン セ ル の ように 自作 の フ ォ トメ ータ ーや 回転混色器 を用い
た測定結果 に もと つ い た尺度 として 定め る の で はな く， あ くまで も実用性を想定して ， ？ク ロ
的に定め た明度であ る 。 こ の こ とは ， 次の色相 と明度つ ま り色調の 関係 をみて も明 らか で あ ろ
う。
　12代表色の純色 と， 白 ・ 黒 を除く 7 つ
の明度段階 との 対応は ， 別表の よ うに 整
然 と定め られ て い る （表
一 2）。 こ れ は マ
ク ロ 的分類で ある か らこ そ可能 で あ っ て ，
実際は こ の よ う に 整然 と は並 ばな い 。 ロ
ス の色彩体系に お け る配色の考 え方 は ，
こ の 表の 中で 明度
一
彩度系列 として 組み
合わ され るが ， こ の点に つ い て は後記 し
よ う。
　色彩分類基準の 最後 は彩度 と 中性度で
　 DニムGR ムM 　OF 　VムLUES ，　COLORS ，　 AND 　COVOR −［NTENsrTIES
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Wt
Wt　 　　 　　 　　 　　 　　 −
HLtRROOOYYVGOG8 巳 8VVVRHL
u 　　R 　Ro 　o 　OY 　 V 　 YG 　G 　G 巳　B 　BV 　V 　VR 　 U
ILt 　RRoOOYVYGGG8BBVVVR − h
M 　　R 　RO 　 O 　OY 　Y 　YG 　G 　GB 　B 　BV 　V 　VR 　 M
EDRROOOVVYGGGBBBVVVR 　 HD
D 　　R 　RO 　O 　OV　V　YG　G　 G8　B　BV 　》 VR 　 D
LD 鑓 ROOOVVVGGGB8gvVVR エ」》
Blk　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 B」
　表 2 太 字 は純色 の 位置 を示 す。
ある 。 まず彩度は マ ン セ ル と異 な り， どの 色相に お い て も最 もあざやか な もの を 1 とす る 。 つ
ま りどの 色相を と っ て も， 最 もあざやか な色 はすべ て 等価 として考え る訳で ある 。 こ の 考 え方
は，彩度の 尺度 として は伝統的で あ り， マ ン セ ル の よ うに 色に よ っ て 彩度の位置が それ ぞれ に
異な る尺度は ， 歴史的に みればむ しろ例外的で ある。 彩度の 位置がす べ て 等 しい の は ， オ ス ト
ワ ル ド表色系にそ の例 をみ る こ とが で きる 。 た だオ ス トワ ル ド表色系の 場合は ， 白量 ， 黒 量 ，
純色量を正 三 角形 の各頂点に 配し ， こ の 三 つ の 色量 の 混合 で 色の 配列 を考 える シ ス テ ム を とっ
て い るた め ， 三 角形の
一
辺をな す 白 ・黒 を両端 とした無彩色軸に対し ， 純色は常に そ の 中心 に
．位置する ，つ ま り各色相 に お け る純色明度の差 は ， 色立体 の 中に 現われな い 。
　 ロ ス の 場合は ，明度
一色相の ダイヤ グラ ム で 分か る よ うに ， 純色彩度 は全 て の 色相に お い て
等価 で あっ て も， 純色明度は色相の 移 り変 りに 従 っ て ， 規則正 し く HLt か ら LD の 7 段階の間
を往復する こ と に なっ て い る （表 一 2）。 こ の ような色相 ， 明度， 彩度の 関係を色立体 とし て 表
わす と ， ま上 か ら み る と円形で あ る が ， 横か らみ る と最高彩度の 位置が ， 三 角形の 頂点 として
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ラ セ ン を描 きな が ら上 下す る とい う ， 複雑 な立体図形 となる （図
一 3）。 こ の純色彩度 を等価 と し
なが ら， 純色明度が色相に応 じて 変化する考え方に 最も近 い 色彩体系が，日本色彩研究所の P．
C．C．　S 表色系で ある こ と は ， 序論 で述 べ た通 りで ある 。
　ロ ス の 彩度ス ケ ール は ， 最高彩度 を 1 とし，無彩色は 0 と し， こ の 間を矢張 りバ イ セ ク シ ョ
ン法で
1／2 つ つ 区切 り，
3
／4 ，
’f2， Y， と して 全部で 5段階を構成す る 。 こ の ほ か ロ ス の 色彩体系に
は ， 最高彩度の純色 と無彩色の 問に ， 中性度の ス ケ
ール が 設定 され て い た 。 そ して実際の混色
　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 AGENERAL 　 CLASSIFICATION 　 OF
’
TONES
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▲STO 　 VALUE ，　 COLOR ，　 COLQRPINTE 罵SITY．　 AND 　 COLOR −NEUTRLSL 【ZSTION
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

















































は ， 純色 と 白と黒 とを各々 の頂点 とす る
三 角形 の 中で表現 され る 。 色調関係の図
で ， 色相断面の 中の 点が ， 中性度を示 す
　 （図
一 7）。 図の ように ， 中性度は彩度
と逆に 純色 を 0 と し，無彩色 を 1 として
その 間をゾ、 ， V2， 3んと区切 り， 彩度ス ケ
ール と同じ く中性度 も 5段階で ある 。
　 ロ ス は マ ン セ ル と同じ く， 色彩表示 に
ア ル フ ァ ベ ッ トと数字の 組み合 わせ に よ
る記号化 を提 唱した 。 まず明度記号
一色
相記号，続 い て 彩度記号 もし くは中性度
記号が付け られ ， 彩度記号 は分数， 中性
度記号 は分数の 次 に ア ル フ ァ ベ ッ トの N































































例えばオ レ ン ジ色 は色相記号が 0 で あ D ，純色明度は LLt であ るが ， こ の LLt ・O の 中彩度 の
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場合，次 の 2 つ の 表記法が あ る 。 すなわ ち
　　　 LLt・O
「
／， 　もし くは 　LLt・O　
t
／2　N
　 更に こ の 色の彩度が 1段下 が る と
　　　 LLt −O　
i1
， 　もし くは 　LLt・0 『14　N
　 となる 。 所が明度が 1段低い 0 すなわ ち M −0 の場合 ， 図で も分か る よ うに ，M −O 　if2 と M −0
％ N とで は彩度の 差が生 まれる 。 つ ま り各純色の位置で は 彩度 ， 中性度 と もに 等 しい 間隔で尺
度が きざまれ て い るが ， 明度が変 り混色の 結果が 白も し くは黒 に近づ くに 従 っ て ， 中性度の 尺
度は圧縮 され ， 例 え ば同 じ色相 0 で も，明度 LD の 0 で は ， 中性度の 5 段階の 尺度が 彩度の 一
目盛 りの 中に全て 収ま っ て し ま い ， あま り実用性が ない 結果 とな る （図
一 7）。 ロ ス もこ の点の
解決が十分 つ か な か っ たためか ， 色彩表示 の記号化は提唱し て い る もの の ， 彩度 もし くは中性
度の 記号 は殆 ど使用 せ ず ， 色の 組み合わせ や調和の 問題 を説 くに 当っ て は ， 明度一色相記号の
み で す ませ て い る 。 た だ色の 組み合わ せ の表示 に は ， 色彩表示記号 を更 に分数の 形で組み 合わ
せ て
， 色の相互関係を示す工 夫 もみ られる 。 例 えば下左の組み合わ せ は ， 明度 M の RO が 半分
中性化 された一つ まり RO ％と書い て もよい 一色が ベ ース とな っ て い て ， そ の 上 に VR の純色
の点が置かれ とい る こ とを示す。純色明度上の 色を用 い た場合は 明度記号を はぶ い て もよ い 。
RO の 純色明度は M であ るが ， こ の場合明度M の RO を使 うの で M ・RO とせ ず ， ただ RO と書
かれ て い る 。 VR に つ い て も同 じで あ る 。 また ， 下右の 組み 合わ せ は ，上 と同 じべ 一ス の 色の 上
に VR の 純色 と 白の 点が 置か れ ，　VR の上 に は更に YG の 点が置か れ て い る こ とを示す 。
RO





　こ こ で も う
一度最初の タイ トル で ある 「色調 と色調関係」に立 ち戻 っ て み よ う。 ロ ス の 色調
は ， 先 に みた ように 明度 一色相 の関係 を意味する 。 これに 彩度 もし くは中性度の要素 を加 えて
色の 組み合わ せ を考えた場合 ， 可能な組み 合わせ の 数の 多さ と変化 の度合 い の 前に ，まず途方
に くれ て し ま うで あろ う。 そ こ で 明度 一色相の 組み合わ せ に 限定し て も， まだ考 え得 る組み 合
わせ は十分す ぎる 。 ただ わ れわ れが色調 を選ぶ 場合 ， 殆 ど偶然か また は習慣に よっ て しか 選ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　■　　　　
で い ない こ とを考 える と， こ こ で明度 と色相 の数を限定 して色の組み合わせ を考え る こ とに も
十分意味の ある こ とで あ り ， こ の よ うに 明度 と色相を規制 し て 考え る方が ， 「色調 と色調関係」
で 色 を考え る 力が 身に つ く。 こ の よ うな考 え方で ロ ス は ， 彼の 明 度お よび明度
一
色相の ダイヤ
グラム の 上で ， 「色調と色調関係」の い ろ い ろな様相を展開 して行 くの で ある。
　明度の みの組み合わ せ を と りあげた 明度関係は ， 1次元 の 尺度上 の 組み 合わ せ で ある か ら ，
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　明度一色相 つ ま り色調関係 は 2次元的に 色彩が 配列さ れ る か ら， 組み 合わせ は 明度の み の 場
合 に比 べ て ， は るか に複雑 となる。 これを明度
一
色相ダイ ヤグラ ム 上で 考 えて み よ う。
　まずダイヤ グラ ム で 垂直に色を選ぶ場合で ある 。 これをロ ス は垂直系列 （the　 sequence 　 of
Vertical）と名づ けて い る 。 ダイヤ グラ ム 上で 水平に 色 を選ぶ 場合は水平系列 （the　sequence 　of
Horizontal）で ある 。 斜に 選ぶ 場合は斜系列 とい う こ と に なるが ， こ の 場合 ， 右上 りと左上 り
と に 区別され る 。 そ れ ぞ れ を右方式 （Right・Mode ），左方式（Left・Mode ）とし ， 記号 図 ， 図 を
あた える 。
　更に色相の選 び方は ， 連続 し て 選ぶか 1 つ 置きか ， 2 つ 置きか ， 3つ 置 きか ， 4 つ 置 きか ，
5つ 置きまで あり， こ れ に 右方式 ， 左方式 を加 え て 12色相に適用す る と ， 全部で 144通 りの組み
合わせ が ある と ， ロ ス は説明 して い る。
　 こ れ らの 記号 を組み合わ せて LD ・BV か ら右上 り に連続 して 選ん だ場合を図式化す る と， 次
の通 りとなる（下右の表 ）。
　上段の 2dsは seconds の略 ， 1 つ 置 きな ら thirds：3ds， 3つ 置きな らfifth：5thと略記 する こ
と に な っ て い る 。 い うまで もな い こ とで あるが ，LD に も12の 色相が 全部並 んで い るか ら， LD には じ
ま り右上 りに 連続 して 色 を選 んだ系列は 12通 りあ る こ と に なる 。 左上 りの 場合 も同様で あ る 。
　ただ 3 つ 置 きに選 んだ場合は ， 右上 りで あれ左上 りで あれ ， 選 ばれ た色は ロ ス の色相環上で
正 三 角形 を構成す る 。 例えば次の場合で ある（下左の 表）。 こ の場合は特に トリア
ード系列 （Triad
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
Seq．　LD −BV ，図 2ds
　 　 　　 Wt
　 　HLt − OY
　 　 Lt − O
　　LLt − RO
　 　 M − R
　 　 HD − VR
　 　 　D − V
　 　 LD − BV
　 　 　 　 BIk
Seq．　LD −R ， 匡］5th
　 　 　 Wt
　 HLt − R
　 　 Lt − Y
L
髭：餐 ⇒
　 HD − Y
　 　 D − B
　 　 LD − R
　 　 　 Blk
B Y
Sequence）と名づ け られ て い る 。 トリア ード系列が R −Y ・B の ほ か に も 3 通 りある の は ， 図で
明らかで あろ う。 次の 表 は ， 垂直

































こ のほか ， 色の選択法は
一
つ 置き （3ds） と 4 つ 置 きを組み合わ せ た り並 置さ せ fiり
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更 に は右上 り， 左上 りの組み合わせ ， 右上 り同志で も色間隔を変える（下左 の表）な ど ， さまざ
まな組 み合わせ が考え られ る 。 更 に
一
例 を示 してみ よ う （下右の表）。







LD −V 図 2ds　with 　LD −V 図 2ds
　 　　　 　　 Wt











　こ の よ うに して明度一色相の関係に限定 し ， その 中で さまざまな色の 組み合わせ を考え る訓
練を重ね る こ とに よ り， 色 をみ る こ とな し に ， 色の 組み合わ せ のイ メ
ージを生 き生 きと よみが
え らせ る こ とが可能となる と ロ ス は述 べ て い る 。 こ れ こ そが 1892年に マ ン セ ル と話 し合 っ た ，
「画家達のため に ， パ レ ッ トに絵具 をのせ る前に ， 或 る結果 を頭の 中で 想像し得るよ うな シ ス
テ マ テ ィ ッ クな色彩の 計画を考え る こ と」に 対する ， ロ ス の解答で あ っ た とい えよ う。
　 ロ ス は ・4Theory 　of 劭 γ6　Dasignの発刊の の ち も色彩の研究をお し進め ， 1919年 に は The
Painter’s　Palleteを著した 。 こ の中で ロ ス は，「音楽の 技法や楽器の使 い 方 につ い て考 えて み る
と ， 音楽家達は ， 音調の ス ケ
ール や， それ らを用 い るた めの確固た る ル
ール が ある と い う点で ，
画家達に くらべ て は るか に進 んで い る ように思われる。
・…・楽器や対位法や ハ
ーモ ニ ーの法則
を考える とき ， 画家のために パ レ ッ トを精密な器具 に仕立て あげ， 誰 に とっ て も分か りや す く，
つ い て行 きやす い よううま く配列された手順に よ っ て ，
光や色の効果 を生 む こ とが可能で はな い か と思 う。 」と
記し て い る 。 そ し て ロ ス が 提案 した の が ， ス ケ
ー
ル
ド ・パ レ ッ ト （Scaled　Palette）で あ っ た （図一 8 ）。
　色調 と色調関係 の さ まざ まな組み合わせ の 可能性を示
した の ち ， ロ ス は色調 関係 に お い て秩 序と美が い か なる
場合に生 まれ る か に つ い て 話 を進 め る 。 そ し て色彩に お
い て この秩序 と美 を生 むのが 「色調の ハ
ーモ ニ ー」で あ
り 「色調 の バ ラ ン ス 」で あ り，「色調の リズム 」で ある と
説く。 こ の全 て につ い て とりあげ解説す る に は 紙幅の 余
裕 もな い の で ， こ こ で は 「色調の ハ
ーモ ニ ー」に つ い て
の み触れ て お こ う。
　 「色調の ハ ーモ ニ ー」 とは ， 色同志が お 互 い に何 ら か
の類似性 を もつ こ とを意味 し て い る 。 従 っ て色調 とい う







































































































































図 B 　ス ケ ール ド ・パ レ ッ ト




　　 Van 　Nostrand 　Reinhold，1965よ り
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’
もう 1 っ の属性 としての彩度が類似 して い る場合が，ハ ーモ ニ ーと して とりあげられ る。すなわ
ち 「明度の ハ ーモ ニ
ー
」， 「色相の ハ ーモ ニ ー」， 「彩度の ハ ーモ ニ ー」で ある 。
　 「明度の ハ ーモ ニ ー」を考 えて み よう。仮 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Wt
図の よ うに色が B ，V ，　 Y ，　 RO ，　 G ，0 ，　 VR
と選 ばれ て い る場合， 例 えば全て の色 の明度を
Lt に近づ けるか （B），　 M に 近づ ける か （A ），
LD に近づ ける か （C）な ど， さ まざ まなケ ース
が考え られ る （図
一 9）。 い ずれ の 場合 も明度が
一
つ の レ ベ ル に収斂す る こ とに よ っ て 「明度の









図 9　明度の ハ ーモ ニ ー
揃えすぎる と色 同志の 区別が つ きに くくな り， か え っ て 単調 となる の で ， お お よ そ の 明度 に近
づ けるこ とを心掛 けて お かね ばな らな い 。




」の 場合 ， こ れ はある色調系列の全て の 色に，中の特定の 1 色を加
え る こ と に よ っ て 得 られ る。すなわ ち ， 　　　　 　　　　 　　　　 　 Y
Wt 　　 　　　　　　　　　　　 Wt
B　　　　　　　　　　　　　　 V
V 　　　　　　　　　　　　　 　VR
Y 　こ れ に R を加 えた とす る と　O
R 　　　　　 　　　　　　　　　 R
G 　　　　　　　　　　　　　 N
O 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 RO
Blk　　　　 　　　　　　　　　 Blk
図で示せ ば， 色相環全体が小 さ くな っ て ， 赤の 方向に





ー」 は ， 同
一色相 の 彩度が等 しい
か ，ほ ぼ 等 しい 組み 合わせ の場合にのみ適用 され ， 色
相が異な っ た 組み 合わせ の 場合は ， 改め て 「中性化の
　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 R
ハ ーモ ニ ー」（Harmony 　of　Neutralization）と呼ばれ
る 。 図に は選 ばれた 7色相が ，
「f，つ つ 中性化 された状
態 を示 して い る（図
一11）。
　こ の よ うに ， 明度や 色相 とい っ た要素が単
一
の ハ ー
モ ニ ーで な く， 2 つ 組み合わ さ っ た場合はどうか 。次
　 　 　 V
図 10　 色相 の ハ ーモ ニ ー
量 号 凸 葦
w ・
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に示 す図は ， 明度 を Blk に ， 中性度を 1ん ずつ お として行 く場合 ， っ ま り 「明度の ハ ーモ ニ ー」
と 「中性化の ハ ーモ ニ ー」を組 み合わせ た場合で ある （図 一 12）。 ク モ の 巣状の 図は ， 明度を
M に ， 中性度を同 じ くlf4つ つ お とした場合の ハ ーモ ニ ーを示 して い る （図一13）。




」の概要で ある 。 こ の ほか ハ ーモ ニ
ー




」（Harmony 　of 　Repetition） もとりあげ られ て レ｝るが ， こ れ
はハ
ー
モ ニ ーの ない 色の組み合 わせ を， 規則正 し く繰 り返す こ とに よ っ て得 られ るハ ーモ ニ ー
と説明 され て い る 。
0
図 12　明 度 と中性化の ハ ーモ ニ ー（Blkへ 収斂〉
B
図 13　明度 と 中性化の ハ ーモ ニ ー（M へ 収斂〉
5一
　 ロ ス の 色彩体系 は ， そ の 研究が Z 馳 飽 編 6〆s　Paletteに結実した よ うに ， 画家や デザイナ ー
の た め の もの で あ っ た 。 特に画家は色を定め る に 当っ て い ち い ち計測器 に た よるので は な く，
あ くまで もパ レ ッ トの上 で，知識 と経験の つ み重ねに よ り色を作成す る の が通例で ある 。 ロ ス
が 色彩体系の 尺度を定め る に 当 っ て マ ク ロ 的で ある こ と を心掛 けたの は ， 画家の 製作実態に 対
す る配慮の しか ら しむ る所で あ っ た 。 こ れに 反し マ ン セ ル は心 理学的尺度を導入 しつ つ ， 尺度
の 決定に 当 っ て は可能な限 り科学的に測定す る こ とを心掛 けた。 社会が 発展 し ， 産業化社会が
標準化 とい う問題 に 直面 した時 ， ロ ス と マ ン セ ル の 色彩体系の差が あ らわに な っ て きたので あ
る 。
　然 し産業社会が発達した とは い え ， 色 は産業社会 と い う局面に の み 存在す る訳で は な い 。 む
し ろ芸術 と色彩 との 関係の 方が古 く ， 色を日常的に扱 う芸術家や デザイ ナーに と っ て は
，
ロ ス
の マ ク ロ 的思考方式もまた重要な視点で ある。実用を重要な視点に加えた 日本色彩研究所の P．
C．　C．S．表色系が修正 マ ン セ ル に依拠しつ つ も ， 色立体 と して 現われ た P．　C．　C．　S．の 表色系が
デ ン マ ン ・ロ ス の 色立 体に近似 して い る と い うこ とは ， ロ ス の 考え方に も捨て難 い
一
面の ある
こ とを物語 っ て い る。
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　な お ア メ リカ色彩学に お い て ロ ス の 系譜を受け継 い だ の が ， ハ
ーバ ー ド大学に お ける ロ ス の
共同研究者ポ
ープで ある 。 また シ カ ゴ 大学芸術学部教授で あ っ た サ
ージ ェ ン トの 著作 The
Enioiment　and 　Use （ゾ Co　lor（1923年） に も， ロ ス の強い 影響が み られ る 。
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　本稿作成 に 当 り， 名古屋 の 中野二 郎氏 よ り， 殆 ど入 手不 可能 と 思わ れ た小 室信蔵 の 『稿本図案学精義』をさが して い た
だ き， そ の コ ピ
ーを送付 い た だ くご好意 を得た。氏 は 日本 の ギ タ
ー
，
マ ン ドリン 界 の 泰斗で あ り，ご尊父中野喜平氏 は小
室信蔵 と同 じ く東京高等工業学校附属工 業教員養成所 工 業図 案科第 1 期の 卒業生 で あ る 。 喜 平 氏 は主 として 名古屋 で 活
躍され た デザ イナ
ー
の 草わ け で ，愛知県の 図案調製所 の ほか ， 小 室信蔵の あ と を受 け て ， 愛知 県 立 工 業学校図案科長 を
歴任 ， 明治 ， 大正を通 じて 愛知県の デザ イ ン の発展 に 甚力 され た 人 物で あ る。
　また デ ン マ ン ・ロ ス に つ い て は ， ハ ーバ ード大 学 デ ザ イ ン 学部 The 　Frances　Loeb 　Libraryの Christopher　Hail氏 よ
り貴重 な ご教授 を得 た 。 こ の 場 をか りて お 2人 に，厚 く御礼を 申 しあげ ます。
付記　本稿 は1983年 5月21日に 京都教育大学 で開催された 意匠学会第95回研究例会 に お い て，同
一
の 表題 の も とに 発 表
　　した 内容 を ま とめ た もの で ある 。
一62一
工工
一leotronio 　 ibra y 　
